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要約：本研究ではジュニアドクター育成塾において、解決志向ブリーフセラピーの教育的

介入の一つであるWOWWアプローチを導入し、受講した児童生徒の感想を調査し、その

効果と課題を明らかにすることを目的とした。有効回答数 22名を分析対象者とし、修正

版グラウンデッド・セオリー・アプローチを用いて分析した。結果より、コーチが児童生

徒のリソースを指摘し、それを元に児童生徒が受講態度を改善し、内発的動機づけを高め

ていることがWOWWアプローチの効果と考えられ、更に拡充した実践が求められた。  

 

キーワード：ジュニアドクター育成塾、WOWWアプローチ、M-GTA 
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Ⅰ．はじめに  ジュニアドクター育成塾とは「科学技術イノベーシ
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ョンを牽引する傑出した人材の育成に向けて、高い意

欲や突出した能力のある小中学生を発掘し、さらに能

力を伸長する体系的育成プランの開発・実施を行うこ

とを支援」(科学技術振興機構，2015）(6)することを

目的としていて、愛媛大学で開かれてきた。 

 ジュニアドクター育成塾ではゼネラリスト育成の目

的があり、その観点から受講生の興味、関心をあらゆ

る講座に持ってもらうようにする必要がある。その面

からコーチングの必要性が指摘されてきた。ここでコ

ーチングとは「相手から答えを引き出すことを目的と

したコミュニケーション手法」(浜田,庄司,2013)(5)で

あり、これまでビジネスや教育の分野において用いら

れてきた。 

 そこでジュニアドクター育成塾においてカウンセリ

ング技法の一つである解決志向ブリーフセラピー(So- 

lution-Focused Brief Therapy: DE Jong,Berg,2016 

)(4)の教育的介入の一つであるWOWWアプローチ(Worki- 

ng on What Works: うまくいっていることに取り組む

の略)を導入した。WOWWアプローチとは「クラスの教

育の質に影響を与えるよう設計された革新的なプログ

ラム」(Berg,Shilts,2004)(3)であり、従来の教員と生

徒の他にコーチが授業に参加する。コーチは児童生徒

の授業態度を観察しコンプリメント(ほめる・ねぎら

う)を中心としたフィードバックを行う。 

 WOWWアプローチの実践的研究としてはWallace(2017 

)(12)が生徒と教師の成果に対するWOWWの影響を評価し

たところ、WOWWを受けた生徒は、不安、無関係感、不

注意、多動性、衝動性、行動修正の必要性などの指標

で、レベルが低かった。また、浅原(2016)(2)はWOWWア

プローチを学級経営に活かすことでアセス(ASSESS: 

Adaptation Scale for School Environments on Six 

Spheres 6 領 域 学校適応感尺度) の数値が上が

り、肯定的な感想が得られたことを報告している。 

 本研究ではこのWOWWアプローチを受けたジュニアド

クター育成塾の児童生徒の感想を自由記述により調査

した。質的研究法の一つである修正版グラウンデッ

ド・セオリー・アプローチ(Modified Grounded 

Theory Approach，木下,2003,以下M-GTA)(8)を用いて 

、分析し、ジュニアドクター育成塾におけるWOWWアプ

ローチの効果と課題を明らかにすることを目的とし

た。 

 

Ⅱ. ジュニアドクター育成塾について 

ジュニアドクター育成塾について愛媛大学では年度

ごとに小学校5年生から中学校3年生までの児童生徒を

第1段階受講生として約40名募集し、原則、隔週の土

曜日に3時間の講座を開く形で行っている。 

 対象とした2022年度は小学校5年生から中学3年生の

46名の児童生徒が参加した。X年7月からX＋1年3月ま

で20回(開校式、閉校式を除く)行われた。愛媛大学ジ

ュニアドクター育成塾では育成したい人材像として以

下を掲げている(向ほか,2021) (9)。 

 

・既存の科学についてブレークスルーとなる疑問を持

つ：「なぜを問う力」 

・疑問の解決のために様々な挑戦を行う：「なぜを問

う力」 

・得られた結果について多角的にねばり強く考える：

「考える力」 

・自らの考えを突き詰めシンプルな問いに帰結する：

「考える力」 

・自らの知見を他者にわかりやすく表現する：「表現

する力」 

・得意・不得意とは関係なく、他者の知見を理解し、

吸収する：「表現する力」 

・課題に対して他者と協働して解決する：「協働する

力」 

・科学という共通言語を通して、多くの人と協働す

る：「協働する力」 

・未来に繋がる科学者ネットワークを形成する：「協

働する力」 

・よりよい社会と人生を構築する基礎となる人間性：

「学びに向かう力」 

・SDGｓや地域に適した社会の構築ができる人間性：

「学びに向かう力」 

 

Ⅲ. WOWWアプローチの実施 

 WOWWアプローチ実施については全20回の講座の内、

6回において3名の大学院生によるコーチが実施した。

6 回の選択理由はコーチの大学院生の都合による。対

象年度は第 1段階の受講であった。コーチたちが講座

を観察し、全体でのフィードバックを行い、後日、コ

ーチがロイロノートを通じて個別に参加児童生徒にコ

ンプリメントを行ったコンプリメントカードを配布し

た。 
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Ⅳ.方法 

1.調査対象者 

2023年3月に行われた閉校式参加者に呼びかけ、

有効回答数22名を分析対象者とした。 

2.調査内容 

研究目的に沿った調査項目を独自に作成した。

Google Formsを用いて、1問を除き自由記述で回答

してもらった。具体的な調査内容は以下の通りで

ある。 

 

①最初のWOWWアプローチ実施回にジュニアドクタ

ー育成塾の終わった時にフィードバック(ジュニア

ドクターを見ていて良かったことのお話)を聞いた

ときの感想を教えて下さい。 

②フィードバックは6回分のジュニアドクター育成塾

のときにお話させていただきました。フィードバック

を聞いて、次のジュニアドクターに参加するときに気

をつけた事があれば教えて下さい。 

③気をつけたことについてフィードバックで取り上げ

てもらったことはありますか？あればそのときの感想

を教えて下さい。  

④コンプリメントカードは8月6日、8月27日、10月1

日、11月19日、1月7日、2月4日のジュニアドクター育

成塾の後でロイロノートにお送りしました。読んだこ

とはありますか？ これのみⅰいつも読んでいる ⅱ

時々読んでいる ⅲ読んだことはない の選択肢とし

ている。 

⑤④でⅰいつも読んでいる ⅱ時々

読んでいる を選んだ方はコンプリ

メントカードを読んだ感想を教えて

下さい。 

⑥そのコンプリメントカードを読ん

で、次のジュニアドクター育成塾に

参加するときに気をつけた事があれ

ば教えて下さい。 

⑦気をつけたことについてコンプリ

メントカードで取り上げてもらった

ことはありますか？あればそのとき

の感想を教えて下さい。 

⑧コンプリメントカードをもらった

ときとそうでないときのジュニアドクター育成塾での

違いはありましたか？あれば教えて下さい。 

⑨フィードバックやコンプリメントカードについてこ

うしてほしいという希望があれば教えてください。 

⑩フィードバックやコンプリメントカードの感想を教

えて下さい。LINEを授業で使用することを知ったとき

の感想を教えて下さい。 

 

④に関しては自由記述ではないのでM-GTAの分析対象

から外している。 

3.倫理的配慮 

WOWWアプローチ実施及び調査にあたっては、愛媛大

学教育学部研究倫理委員会の審査を受けて行った。調

査対象者に研究目的を説明し、了解が得られたものを

調査対象としている。 

4.結果の分析 

④を除いて調査で得られた回答について、M-GTA を

用いて相模、青柳の 2名で同意を得て、分析を行って

いる。分析テーマは WOWWアプローチによる児童生徒の
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意欲の上昇及び維持のプロセス、分析焦点者はジュニ

アドクター育成塾に参加し、WOWWアプローチを受けた

児童生徒とした。M-GTA の手順としては自由記述の回

答から分析ワークシートを用いて説明概念を生成、似

た概念を収集していき、カテゴリーを生成、カテゴリ

ー相互の関係から最終的な結果となる結果図とストー

リーラインを作成した。 

 

Ⅴ.結果 

1.M-GTAの結果 

M-GTA を用いて分析を行い、29概念、8カテゴリー

を生成した。カテゴリー相互の関係から、簡潔に文章

化し(ストーリーライン)、結果図を作成している。以

下、概念を『 』、カテゴリーを【 】と表記する。 

①各概念とカテゴリー 

結果の中で概念一つの例示を行う。調査結果から、

児童生徒はコーチが自分たちをよく見ていることを実

感している。これからWOWWアプローチのコーチが自分

たちをよく見ていることを共通点として、『よく観察

している』という概念を生成している(表1)。 

さらに『よく観察している』『一人一人見ている』

『自分のことを見てくれている』という概念と合わせ

て、一つのカテゴリーを生成している。コーチが自分

たちを観察してくれていると児童生徒が感じているこ

とを表すものとして【コーチからの観察】というカテ

ゴリーを生成している (表2)。 

こうした概念の生成・修正を繰り返し、合わせてカ

テゴリーも生成・修正を行う。22名分のデータ分析を

終えた時点で最終確認を行い、理論的飽和に達したと

判断した。 

②ストーリーライン(図 ) 

以下にM-GTAの最終的な結果となるストーリーライ

ン及び結果図を示す。 

ジュニアドクター育成塾に参加し、WOWWアプローチ

を受けた児童生徒はコーチからのコンプリメントカー

ドや全体のフィードバックを受け取り、『よく観察し

ている』『一人一人見ている』『自分のことを見てく

れている』など、【コーチからの観察】を実感してい

る。その中で、『意識していないことをほめられた』

ことで『自分を知った』り、『振り返るきっかけ』と

なり、【新たな視点の獲得】を果たした。それにより

『協力を増やす』『良いところを真似する』『話を聞

く態度に気をつける』『休んではいけない』『自分の

意見を言おう』『メモをしっかりと取る』といった

【受講態度の改善】を意識した。 

 児童生徒はコーチからコンプリメントされることで

『自信が持てた』『コンプリメントカードをもらえる

とやる気が出る』と感じた。そのような【内発的動機

付けの向上】は次回に向かって『改善してもっとよく

しよう』『ほめられたところを伸ばそう』『これから

も続けよう』と『今後の活用』につながった。また、

『ほめてくれてうれしかった』ことで、WOWWアプロー

チについて『こうしてほしいところはない』といった

ように【WOWWアプローチの肯定的評価】をしている。 

一方で、全体のフィードバックを『欠席したため聞

けていない』し『気をつけたことがフィードバックで

取り上げられたことはなかった』、『気をつけたこと

がコンプリメントカードで取り上げられたことはな

い』ため、【聞いてないので影響を受けていない】と

感じている児童生徒の中もいる。 

また、全体のフィードバックやコンプリメントカー

ドを【聞いたり見たが影響はない】ため、『フィード

バックを聞いて気をつけたことはない』し、『コンプ

リメントカードから次に気をつけた事はない』ので、

『コンプリメントカードの有無の違いはない』と感じ

ている。 

こうして児童生徒はWOWWアプローチを受ける中で、

『頑張っているところを見てほしい』『アドバイスが

ほしい』と考えており、【今後の課題】となる『改善

点』が存在する。 

 

以上の結果をまとめたのが図の結果図である。 

2.コンプリメントカードを読んでいる児童生徒の結果 

 調査内容④のコンプリメントカードを読んでいる児

童生徒の結果については ⅰいつも読んでいる を選

んだ児童生徒は10名(45.45 ％)、ⅱ時々読んでいる 

を選んだ児童生徒は6名(27.27 ％)、ⅲ読んだことは

ない を選んだ児童生徒は6名(27.27 ％)であった。 

 

Ⅵ.考察 

1. WOWWアプローチの効果 

 結果を元にWOWWアプローチの効果について考察を行

う。まずは【コーチからの観察】にあるように児童生

徒はコーチの観察を全体のフィードバックや個人への

コンプリメントカードを受け取ることで感じている。

『自分のことを見てくれている』という概念に象徴さ
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れているように児童生徒の講座内での行動を見てくれ

ていることを肯定的に受け取っていると感じているこ

とが分かる。コーチの講座内で児童生徒を観察してい

ることが児童生徒に影響を及ぼす下地となっていると

考える。 

 続いて【新たな視点の取得】において『意識してい

ないことをほめられた』『自分を知った』『振り返る

きっかけ』に見られるように他者視点からの指摘を受

けて、重要な振り返りのきっかけとなっていることが
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考えられる。 

 このようなコーチからの視点をもとに【受講態度の

改善】に見られる改善が行われている。『協力を増や

す』はジュニアドクター育成塾が育成したい人材像で

ある「協働する力」に、『自分の意見を言おう』は同

じく「表現する力」に関連すると考えられ、育成した

い人材像全てではないが、影響があると考えられる。

また『良いところを真似する』では全体のフィードバ

ックで取り上げられる自分ではない他者をコンプリメ

ントした箇所について取り入れていこうとする態度が

あり、これは大学生を対象とした先行研究(相模,2015 

) (10)でも見られている結果だが、小中学生でも同様

に確認されたこととなる。また『休んではいけない』

についてはWOWWアプローチの先行研究(Kelly, 

Liscio, Bluestone-Miller, Shits, 2012)(7)でも欠席

減少が確認されており、同様の結果となったと考えら

れる。 

 【内発的動機付けの向上】では『自信が持てた』

『コンプリメントカードをもらえるとやる気が出る』

を見ると、WOWWアプローチにおいて児童生徒のリソー

スを指摘したことにより、それが自信ややる気に繋が

っていることが確認され、WOWWアプローチにおけるコ

ンプリメントの効果が考えられる。『ほめられたとこ

ろを伸ばそう』『これからも続けよう』に至っては

SFBTの中心哲学である「もしうまくいっているなら、

それを直そうとするな」(白木,1994)(11)がそのまま行

われており、WOWWアプローチの効果が認められると考

えられる。 

 こうした過程を経て【WOWWアプローチの肯定的評

価】に繋がっており、『ほめてくれてうれしかった』

に見られる児童生徒が全体のフィードバックや個人へ

のコンプリメントカードを素直に受け取って、それを

次回の講座に活かしていることが考えられる。 

 このようにコーチが児童生徒のリソースを指摘し、

それを元に児童生徒がジュニアドクター育成塾の講座

に臨み、更に受講態度を改善し、内発的動機づけを高

めていることがWOWWアプローチの効果として考えられ

る。 

2. WOWWアプローチの課題 

 続いてWOWWアプローチの課題について結果から考え

る。【聞いてないので影響を受けていない】では初回

の全体のフィードバックを『欠席したため聞けていな

い』があり、単純な欠席で聞けていないことや『気を

つけたことがフィードバックで取り上げられたことは

なかった』『気をつけたことがコンプリメントカード

で取り上げられたことはない』といったコーチの観察

不足と考えられる概念も見られる。『頑張っていると

ころを見てほしい』も含めて、今後の課題と考えられ

る。実際に結果からコンプリメントカードを読んだこ

とはないと回答した者も27.25 ％おり、これについて

はジュニアドクター育成塾自体において、回答を求め

るアンケートが乱立しており、整理する必要があると

考える。 

 しかし、【聞いたり見たが影響はない】もあり、

『フィードバックを聞いて気をつけたことはない』

『コンプリメントカードから次に気をつけた事はな

い』『コンプリメントカードの有無の違いはない』か

ら構成されていることから、本研究でのWOWWアプロー

チの施行回数が全体の講座から考えると少ないことの

弊害と考えられる。『改善点』の具体的意見に「コン

プリメントカードは、講座が終わった後に毎回送って

もらいたいと感じました」とあるように前述のWOWWア

プローチの効果をこうした受講生に拡げるためには

WOWWアプローチの施行回数を増やす必要性が考えられ

る。 

 また【今後の課題】には概念『アドバイスがほし

い』もあり、青柳、相模(2014)(1)が不登校生徒にWOWW

アプローチを行った際に毎回振り返りを行っていたよ

うに、よりきめ細やかな実践が必要になってくると考

えられる。 

 このようにジュニアドクター育成塾におけるWOWWア

プローチの実践について更に拡充した実践が求められ

ると考えられる。 

3.まとめ 

 ジュニアドクター育成塾におけるWOWWアプローチの

導入による受講児童生徒の影響について効果と課題の

面から考察を行ってきた。今後もより拡充した実践が

求められると考えられる。 
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